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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像信号を出力するソース装置に有線接続され、前記ソース装置から取得した前記映像
信号を無線送信するソース装置用アダプタ装置であって、
　前記映像信号のフォーマットを示す情報であるフォーマット情報を記憶している記憶部
と、
　前記記憶部より取得した前記フォーマット情報により特定されるフォーマットに一致す
るフォーマットを有するダミーの映像信号であるダミー信号を生成するダミー信号生成部
と、
　前記映像信号及び生成された前記ダミー信号を選択的に無線送信する無線送受信部と、
　前記ソース装置から前記映像信号を取得できない場合には、前記無線送受信部の無線送
信を維持するために、前記ダミー信号生成部に、前記ダミー信号を生成させ、生成された
前記ダミー信号を前記無線送受信部から送信させる制御部とを備え、
　前記制御部は、
　前記映像信号の取得先となるソース装置を、前記ソース装置から、前記ソース装置とは
異なる他のソース装置へと切り替える処理を開始してから、
　前記他のソース装置より出力された映像信号を取得するまでの間、
　前記ダミー信号生成部に前記ダミー信号を生成させる
　ソース装置用アダプタ装置。
【請求項２】
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　映像信号を出力するソース装置に有線接続され、前記ソース装置から取得した前記映像
信号を無線送信するソース装置用アダプタ装置であって、
　前記映像信号のフォーマットを示す情報であるフォーマット情報を記憶している記憶部
と、
　前記記憶部より取得した前記フォーマット情報により特定されるフォーマットに一致す
るフォーマットを有するダミーの映像信号であるダミー信号を生成するダミー信号生成部
と、
　前記映像信号及び生成された前記ダミー信号を選択的に無線送信する無線送受信部と、
　前記ソース装置から前記映像信号を取得できない場合には、前記無線送受信部の無線送
信を維持するために、前記ダミー信号生成部に、前記ダミー信号を生成させ、生成された
前記ダミー信号を前記無線送受信部から送信させる制御部とを備え、
　前記制御部は、前記ソース装置から取得している前記映像信号のフォーマットを特定す
るフォーマット情報を前記記憶部に記憶させる
　ソース装置用アダプタ装置。
【請求項３】
　映像信号を出力するソース装置に有線接続され、前記ソース装置から取得した前記映像
信号を無線送信するソース装置用アダプタ装置であって、
　前記映像信号のフォーマットを示す情報であるフォーマット情報を記憶している記憶部
と、
　前記記憶部より取得した前記フォーマット情報により特定されるフォーマットに一致す
るフォーマットを有するダミーの映像信号であるダミー信号を生成するダミー信号生成部
と、
　前記映像信号及び生成された前記ダミー信号を選択的に無線送信する無線送受信部と、
　前記ソース装置から前記映像信号を取得できない場合には、前記無線送受信部の無線送
信を維持するために、前記ダミー信号生成部に、前記ダミー信号を生成させ、生成された
前記ダミー信号を前記無線送受信部から送信させる制御部と、
　前記映像信号のフォーマットを変換するフォーマット変換部とを備えており、
　前記制御部は、前記ソース装置から取得した前記映像信号のフォーマットと、前記記憶
部が記憶しているフォーマット情報で特定されるフォーマットとが一致しない場合には、
一致するように、取得した前記映像信号のフォーマットを前記フォーマット変換部に変換
させる
　ソース装置用アダプタ装置。
【請求項４】
　映像信号を出力するソース装置に有線接続され、前記ソース装置から取得した前記映像
信号を無線送信するソース装置用アダプタ装置であって、
　前記映像信号のフォーマットを示す情報であるフォーマット情報を記憶している記憶部
と、
　前記記憶部より取得した前記フォーマット情報により特定されるフォーマットに一致す
るフォーマットを有するダミーの映像信号であるダミー信号を生成するダミー信号生成部
と、
　前記映像信号及び生成された前記ダミー信号を選択的に無線送信する無線送受信部と、
　前記ソース装置から前記映像信号を取得できない場合には、前記無線送受信部の無線送
信を維持するために、前記ダミー信号生成部に、前記ダミー信号を生成させ、生成された
前記ダミー信号を前記無線送受信部から送信させる制御部とを備え、
　前記制御部は、事前に定められた期間、前記ソース装置と、前記ソース装置とは異なる
他のソース装置とから取得した、前記映像信号のフォーマットを特定するフォーマット情
報に関する履歴を記憶し、前記履歴の中で、取得する頻度のもっとも高いフォーマット情
報を、前記記憶部に記憶させる
　ソース装置用アダプタ装置。
【請求項５】
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　映像信号を出力するソース装置に有線接続され、前記ソース装置から取得した前記映像
信号を無線送信するソース装置用アダプタ装置であって、
　前記映像信号のフォーマットを示す情報であるフォーマット情報を記憶している記憶部
と、
　前記記憶部より取得した前記フォーマット情報により特定されるフォーマットに一致す
るフォーマットを有するダミーの映像信号であるダミー信号を生成するダミー信号生成部
と、
　前記映像信号及び生成された前記ダミー信号を選択的に無線送信する無線送受信部と、
　前記ソース装置から前記映像信号を取得できない場合には、前記無線送受信部の無線送
信を維持するために、前記ダミー信号生成部に、前記ダミー信号を生成させ、生成された
前記ダミー信号を前記無線送受信部から送信させる制御部とを備え、
　前記制御部は、前記無線送受信部から無線送信された前記映像信号を表示する表示部で
表示することができる映像信号の複数のフォーマットのうち、もっとも高品質な映像に対
応するフォーマットを特定するフォーマット情報を、前記記憶部に記憶させる
　ソース装置用アダプタ装置。
【請求項６】
　映像信号を出力するソース装置に有線接続され、前記ソース装置から取得した前記映像
信号を無線送信するソース装置用アダプタ装置の制御方法であって、
　前記映像信号のフォーマットを示す情報であるフォーマット情報を記憶する記憶ステッ
プと、
　前記記憶ステップで取得した前記フォーマット情報により特定されるフォーマットに一
致するフォーマットを有するダミーの映像信号であるダミー信号を生成するダミー信号生
成ステップと、
　前記映像信号及び生成された前記ダミー信号を選択的に無線送信する無線送受信ステッ
プと、
　前記ソース装置から前記映像信号を取得できない場合には、前記無線送受信ステップに
おける無線送信を維持するために、前記ダミー信号生成ステップに、前記ダミー信号を生
成させ、生成された前記ダミー信号を前記無線送受信ステップで送信させる制御ステップ
とを含み、
　前記制御ステップでは、
　前記映像信号の取得先となるソース装置を、前記ソース装置から、前記ソース装置とは
異なる他のソース装置へと切り替える処理を開始してから、
　前記他のソース装置より出力された映像信号を取得するまでの間、
　前記ダミー信号生成ステップに前記ダミー信号を生成させる
　ソース装置用アダプタ装置の制御方法。
【請求項７】
　映像信号を出力するソース装置に有線接続され、前記ソース装置から取得した前記映像
信号を無線送信するソース装置用アダプタ装置の制御方法であって、
　前記映像信号のフォーマットを示す情報であるフォーマット情報を記憶する記憶ステッ
プと、
　前記記憶ステップで取得した前記フォーマット情報により特定されるフォーマットに一
致するフォーマットを有するダミーの映像信号であるダミー信号を生成するダミー信号生
成ステップと、
　前記映像信号及び生成された前記ダミー信号を選択的に無線送信する無線送受信ステッ
プと、
　前記ソース装置から前記映像信号を取得できない場合には、前記無線送受信ステップに
おける無線送信を維持するために、前記ダミー信号生成ステップに、前記ダミー信号を生
成させ、生成された前記ダミー信号を前記無線送受信ステップで送信させる制御ステップ
と、
　前記映像信号のフォーマットを変換するフォーマット変換ステップとを含み、
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　前記制御ステップでは、前記ソース装置から取得した前記映像信号のフォーマットと、
前記記憶ステップで記憶されたフォーマット情報で特定されるフォーマットとが一致しな
い場合には、一致するように、取得した前記映像信号のフォーマットを前記フォーマット
変換ステップで変換させる
　ソース装置用アダプタ装置の制御方法。
【請求項８】
　映像信号を出力するソース装置に有線接続され、前記ソース装置から取得した前記映像
信号を無線送信するソース装置用アダプタ装置であって、
　前記映像信号のフォーマットを示す情報であるフォーマット情報を記憶している記憶部
と、
　前記映像信号のフォーマットを変換するフォーマット変換部と、
　前記映像信号を無線送信する無線送受信部と、
　前記ソース装置から取得した前記映像信号のフォーマットと、前記記憶部が記憶してい
るフォーマット情報で特定されるフォーマットとが一致しない場合には、一致するように
、取得した前記映像信号のフォーマットを前記フォーマット変換部に変換させ、変換され
た前記映像信号を前記無線送受信部から送信させる制御部とを備える
　ソース装置用アダプタ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＨＤＭＩ（High-Definition Multimedia Interface）規格に従って映像信号
を含む送信信号を無線送受信する無線通信システムにおいて、映像信号を出力する複数の
ソース装置に有線接続され、複数のソース装置の何れかから取得した映像信号を無線送信
するソース装置用アダプタ装置、及び、その制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＨＤＭＩ（High-Definition Multimedia Interface）におけるＥＤＩＤ（Extended Dis
play Identification Data）情報を無線で中継伝送する無線通信システムが特許文献１に
開示されている。
【０００３】
　図１１は、特許文献１に開示される、従来の無線通信システム１５００の構成を示すブ
ロック図である。無線通信システム１５００は、ソース装置８０１と、シンク装置８０４
と、ソース装置用アダプタ装置８０２と、シンク装置用アダプタ装置８０３とを備える。
【０００４】
　まず、シンク装置用アダプタ装置８０３の制御部８１４は、有線送受信部８１３と、ケ
ーブルＣ２と、有線送受信部８１７と、制御部８１８とを介して、記憶部８１９が有する
ＥＤＩＤテーブル８２０からＥＤＩＤ情報を読み出す。また、制御部８１４は、読み出し
たＥＤＩＤ情報を記憶部８１５のＥＤＩＤテーブル８１６に格納する。
【０００５】
　次に、ソース装置８０１はケーブルＣ１と、有線送受信部８０５と、無線送受信部８０
６と、アンテナ８１０とを介して、シンク装置８０４に認証要求信号を無線送信する。シ
ンク装置８０４は、アンテナ８１１と、無線送受信部８１２と、有線送受信部８１３と、
ケーブルＣ２とを介して受信した認証要求信号に応答して認証処理を実行する。さらに、
シンク装置８０４は、ケーブルＣ２と、シンク装置用アダプタ装置８０３とを介してソー
ス装置８０１に認証完了信号を無線送信する。
【０００６】
　ソース装置８０１は、アンテナ８１０と、無線送受信部８０６と、有線送受信部８０５
と、ケーブルＣ１とを介して認証完了信号を受信した後、ケーブルＣ１と、ソース装置用
アダプタ装置８０２とを介して、ＥＤＩＤ要求信号をシンク装置８０４に無線送信する。
【０００７】
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　シンク装置用アダプタ装置８０３の制御部８１４は、受信したＥＤＩＤ要求信号に応答
して、記憶部８１５が有するＥＤＩＤテーブル８１６に格納されているＥＤＩＤ情報を含
むＥＤＩＤ応答信号を生成し、ソース装置８０１に無線送信する。
【０００８】
　ソース装置用アダプタ装置８０２の制御部８０７は、アンテナ８１０と、無線送受信部
８０６とを介してＥＤＩＤ応答信号を受信し、ＥＤＩＤ応答信号に含まれるシンク装置８
０４のＥＤＩＤ情報を記憶部８０８内のＥＤＩＤテーブル８０９に格納する。
【０００９】
　ソース装置８０１はケーブルＣ１と、有線送受信部８０５と、無線送受信部８０６と、
アンテナ８１０とを介して、接続完了通知信号をシンク装置８０４に無線送信する。
【００１０】
　シンク装置８０４は、シンク装置用アダプタ装置８０３と、ケーブルＣ２とを介して、
接続完了通知信号を受信すると、ケーブルＣ２と、シンク装置用アダプタ装置８０３とを
介して、ソース装置８０１に接続完了応答信号を無線送信する。
【００１１】
　以上の無線接続処理の完了後、シンク装置８０４から通信相手としてソース装置８０１
を選択するための装置指定信号がケーブルＣ２と、シンク装置用アダプタ装置８０３とを
介して無線送信される。ソース装置用アダプタ装置８０２と、ケーブルＣ１とを介して装
置指定信号を受信したソース装置８０１は、装置指定信号に応答してＡＣＫ信号をシンク
装置８０４に無線送信する。その後、シンク装置８０４及びソース装置８０１間のＡＶ（
Audio Visual）データ伝送処理がソース装置用アダプタ装置８０２と、シンク装置用アダ
プタ装置８０３とを介して開始される。
【００１２】
　以上説明したように、前記特許文献１に記載された無線通信システム１５００によれば
、有線インタフェースしか備えていないシンク装置８０４及びソース装置８０１において
、シンク装置８０４にシンク装置用アダプタ装置８０３を装着し、ソース装置８０１にソ
ース装置用アダプタ装置８０２を装着することで、シンク装置８０４は、無線回線を介し
てＥＤＩＤ情報及び映像信号を送受信することが可能となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】特開２００８－０２２５６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　しかし、従来の無線通信システム１５００において、ユーザが複数のソース装置を切り
替えながら使用する場合、ソース装置が切り替わる度に、シンク装置への入力信号が一旦
途切れる。
【００１５】
　例えば、ユーザが、第１のソース装置から第２のソース装置へソース装置を切り替えた
場合、切替に伴い、シンク装置用アダプタ装置とからシンク装置への映像信号が一旦途切
れる。その結果、シンク装置用アダプタ装置と、シンク装置との間で、送受信される映像
信号及び音声信号の仕様（フォーマット）について、ＨＤＭＩの仕様に基づき確立されて
いた同期が途切れる。よって、その後、第２のソース装置からの映像信号がシンク装置用
アダプタ装置からシンク装置へ入力される場合、シンク装置用アダプタ装置とシンク装置
との間で再度、送受信される映像信号の仕様について同期処理を行う必要が生じる。その
結果、ソース装置の切替後、シンク装置に映像が表示されるまでの時間（切替時間）が長
くなるという問題がある。
【００１６】
　本発明は、上記課題を解決するもので、接続されるソース装置が切り替わった場合に、
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切替先の映像信号がシンク装置に表示されるまでの切替時間を短縮できるソース装置用ア
ダプタ装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明のある局面に係るソース装置用アダプタ装置は、映像信号を出力するソース装置
に有線接続され、前記ソース装置から取得した前記映像信号を無線送信するソース装置用
アダプタ装置であって、前記映像信号のフォーマットを示す情報であるフォーマット情報
を記憶している記憶部と、前記記憶部より取得した前記フォーマット情報により特定され
るフォーマットに一致するフォーマットを有するダミーの映像信号であるダミー信号を生
成するダミー信号生成部と、前記映像信号及び生成された前記ダミー信号を選択的に無線
送信する無線送受信部と、前記ソース装置から前記映像信号を取得できない場合には、前
記ダミー信号生成部に、前記ダミー信号を生成させ、生成された前記ダミー信号を前記無
線送受信部から送信させる制御部とを備える。
【００１８】
　この構成によると、制御部は、ソース装置から映像信号を取得できない場合には、ダミ
ー信号生成部により生成されたダミー信号を無線送信することができる。
【００１９】
　その結果、ソース装置用アダプタ装置は、ソース装置を切り替えた場合にも途切れるこ
となく、シンク装置（表示装置）へ映像信号を送信することができる。これにより、無線
通信システムを構成するシンク装置と、シンク装置用アダプタ装置間の映像信号のフォー
マットに関する同期を維持することができる。
【００２０】
　その結果、接続されるソース装置が切り替わった場合にも、シンク装置と、シンク装置
用アダプタ装置との間で映像信号のフォーマットに関する再同期が不要となり、切替先の
映像信号がシンク装置に表示されるまでの切替時間を短縮することができる。
【００２１】
　具体的には、前記制御部は、前記映像信号の取得先となるソース装置を、前記ソース装
置から、前記ソース装置とは異なる他のソース装置へと切り替える処理を開始してから、
前記他のソース装置より出力された映像信号を取得するまでの間、前記ダミー信号生成部
に前記ダミー信号を生成させる。
【００２２】
　また、前記制御部は、前記ソース装置から取得している前記映像信号のフォーマットを
特定するフォーマット情報を前記記憶部に記憶させる。
【００２３】
　これによると、ダミー信号生成装置は、ソース装置が切り替えられたことにより一時的
にソース装置から映像信号が取得できない場合、切り替えられる直前の旧ソース装置から
取得していた映像信号のフォーマットに一致するダミー信号を生成することができる。そ
の結果、ソース装置の切替の前後で、取得される映像信号のフォーマットが同一の場合に
は、無線通信システムを構成するシンク装置と、シンク装置用アダプタ装置間の映像信号
のフォーマットに関する同期を維持することができる。
【００２４】
　本発明の他の局面に係るソース装置用アダプタ装置は、さらに、前記映像信号のフォー
マットを変換するフォーマット変換部を備えており、前記制御部は、前記ソース装置から
取得した前記映像信号のフォーマットと、前記記憶部が記憶しているフォーマット情報で
特定されるフォーマットとが一致しない場合には、一致するように、取得した前記映像信
号のフォーマットを前記フォーマット変換部に変換させる。
【００２５】
　この構成によると、ソース装置を切り替えた場合において、新しいソース装置から出力
される映像信号のフォーマットを、フォーマット変換部によって他のフォーマットに変換
することができる。
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【００２６】
　その結果、例えば、複数のソース装置から出力される映像信号が、相異なるフォーマッ
トを有する場合でも、共通のフォーマットに変換して出力することにより、無線通信シス
テムを構成するシンク装置と、シンク装置用アダプタ装置間の映像信号のフォーマットに
関する同期を維持することができる。
【００２７】
　その結果、接続されるソース装置が切り替わった場合に、切替先の映像信号がシンク装
置に表示されるまでの切替時間を短縮することができる。
【００２８】
　また、前記制御部は、事前に定められた期間、前記ソース装置と、前記ソース装置とは
異なる他のソース装置とから取得した、前記映像信号のフォーマットを特定するフォーマ
ット情報に関する履歴を記憶し、前記履歴の中で、取得する頻度のもっとも高いフォーマ
ット情報を、前記記憶部に記憶させる。
【００２９】
　これによると、ダミー信号生成装置は、ソース装置の切替の前後で取得される映像信号
のフォーマットが異なる場合であっても、切り替え後のソース装置から取得される映像信
号のフォーマットとして、最も確率が最も高いフォーマットを予測して、これに一致した
フォーマットを有するダミー信号を生成できる。
【００３０】
　また、前記制御部は、前記無線送受信部から無線送信された前記映像信号を表示する表
示部で表示することができる映像信号の複数のフォーマットのうち、もっとも高品質な映
像に対応するフォーマットを特定するフォーマット情報を、前記記憶部に記憶させる。
【００３１】
　これによると、複数のソース装置から出力される映像信号のフォーマットが相異なる場
合であっても、フォーマット変換部は常に、表示装置が対応する映像フォーマットの中で
最も高品質のフォーマットに統一することができる。よって、無線通信システムを構成す
るシンク装置と、シンク装置用アダプタ装置間の映像信号のフォーマットに関する同期を
維持でき、かつ、シンク装置は最も高品質の映像を表示することができる。
【００３２】
　なお、本発明は、このようなソース装置用アダプタ装置として実現できるだけでなく、
ソース装置用アダプタ装置に含まれる特徴的な手段をステップとするソース装置用アダプ
タ装置の制御方法として実現したり、そのような特徴的なステップをコンピュータに実行
させるプログラムとして実現したりすることもできる。そして、そのようなプログラムは
、ＣＤ－ＲＯＭ等の記録媒体及びインターネット等の伝送媒体を介して流通させることが
できるのは言うまでもない。
【００３３】
　さらに、本発明は、このようなソース装置用アダプタ装置の機能の一部又は全てを実現
する半導体集積回路（ＬＳＩ）として実現したり、このようなソース装置用アダプタ装置
を含む無線通信システムとして実現したりできる。
【発明の効果】
【００３４】
　以上のように、本発明は、接続されるソース装置が切り替わった場合に、切替先の映像
信号がシンク装置に表示されるまでの切替時間を短縮できるソース装置用アダプタ装置を
提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】図１は、本発明の実施の形態１又は２における無線通信システムの一構成例を示
すブロック図である。
【図２】図２は、本発明の実施の形態１におけるソース装置用アダプタ装置の一構成例を
示すブロック図である。
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【図３】図３は、本発明の実施の形態１又は２におけるシンク装置用アダプタ装置の一構
成例を示すブロック図である。
【図４】図４は、本発明の実施の形態１又は２におけるフォーマット情報テーブルの一例
を示す図である。
【図５】図５は、本発明の実施の形態１又は２における制御部のダミー信号生成処理を示
すフローチャートである。
【図６】図６は、本発明の実施の形態１における無線通信システムを構成する機器間の処
理のシーケンスを示す図である。
【図７】図７は、本発明の実施の形態２におけるソース装置用アダプタ装置の一構成例を
示すブロック図である。
【図８】図８は、本発明の実施の形態２における制御部のフォーマット変換処理を示すフ
ローチャートである。
【図９】図９は、本発明の実施の形態２における無線通信システムを構成する機器間の処
理のシーケンスを示す図である。
【図１０】図１０は、本発明の実施の形態１又は２にかかる無線通信システムを実現する
コンピュータシステムのハードウェア構成を示すブロック図である。
【図１１】図１１は、従来の無線通信システムの構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　以下に、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。
【００３７】
　（実施の形態１） 
　図１は、本発明の実施の形態１に係る無線通信システム１００の構成を示すブロック図
である。
【００３８】
　図１に示されるように、本実施の形態に係る無線通信システム１００は、例えばＤＶＤ
（Digital Versatile Disc）プレーヤなどを含むソース装置１０１及びソース装置１０２
と、例えばテレビジョン受像機等を含むシンク装置１０３と、ソース装置用アダプタ装置
１０４と、シンク装置用アダプタ装置１０５とを備える。
【００３９】
　なお、図１においては、一例として、２台のソース装置と１台のシンク装置とが無線通
信する場合について図示している。しかし、本実施の形態にかかる無線通信システム１０
０を構成するソース装置及びシンク装置の数はこれに限定されるものではない。例えば、
１台のソース装置と３台以上のシンク装置とが無線通信してもよく、又は、２台以上のソ
ース装置と２台のシンク装置とが無線通信してもよい。また、ソース装置用アダプタ装置
、シンク装置用アダプタ装置にそれぞれ、複数のソース装置、シンク装置が接続されても
よい。
【００４０】
　前述のように、ソース装置１０１及びソース装置１０２は、ＤＶＤプレーヤや、ＢＤ（
Blu-ray Disc（登録商標））プレーヤなどの、映像出力装置である。
【００４１】
　また、シンク装置１０３は、液晶ディスプレイや、プラズマディスプレイ、プロジェク
タ等の表示装置である。
【００４２】
　ソース装置１０１、ソース装置１０２及びシンク装置１０３は、ＡＶ信号及び制御信号
の入出力用インタフェースとして、ＨＤＭＩ規格に基づく有線インタフェースを備える。
【００４３】
　ここで、ＡＶ信号とは、ソース装置１０１に含まれるコンテンツに復号処理等の再生処
理を施し得られる映像信号である。なお、ＡＶ信号は映像信号に加え、音声信号を含んで
もよい。
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【００４４】
　また、制御信号とは、ソース装置からシンク装置へ、シンク装置が表示可能なフォーマ
ットでＡＶ信号を送信するために、ソース装置、ソース装置用アダプタ装置、シンク装置
用アダプタ装置及びシンク装置の各装置の間で行われる、認証処理や映像信号の同期処理
等に必要な信号である。より具体的には、後述する、認証要求信号、認証応答信号、ＥＤ
ＩＤ要求信号、ＥＤＩＤ応答信号、接続完了通知信号及び接続完了応答信号等であるが、
上記目的の範囲内でこれに限られない。
【００４５】
　ソース装置用アダプタ装置１０４は、ソース装置１０１及びソース装置１０２と有線接
続されており、いずれかのソース装置から出力されるＡＶ信号をシンク装置１０３へ無線
送信するためのアダプタ装置である。
【００４６】
　シンク装置用アダプタ装置１０５は、シンク装置１０３と有線接続されており、ソース
装置用アダプタ装置１０４から無線送信されたＡＶ信号を受信し、シンク装置１０３へ出
力するためのアダプタ装置である。
【００４７】
　ソース装置用アダプタ装置１０４及びシンク装置用アダプタ装置１０５は、ＡＶ信号及
び制御信号の入出力用インタフェースとして、無線インタフェースと、ＨＤＭＩ規格に基
づく有線インタフェースとを備える。無線インタフェースの規格としては、例えば無線Ｌ
ＡＮ（Local Area Network）や、Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｊｅｔ（登録商標）等が想定される
が、赤外線等、任意の電磁波を使用したものであってもよい。
【００４８】
　ソース装置１０１とソース装置用アダプタ装置１０４はケーブル１０６で接続され、ソ
ース装置用アダプタ装置１０４とソース装置１０２はケーブル１０７で接続され、シンク
装置用アダプタ装置１０５とシンク装置１０３はケーブル１０８で接続されており、互い
に有線インタフェースを用いてＡＶ信号及び制御信号の送受信を行う。ケーブル１０６～
ケーブル１０７は、例えばＨＤＭＩケーブルである。
【００４９】
　図２は、本実施の形態に係るソース装置用アダプタ装置１０４の詳細な一構成例を示す
ブロック図である。
【００５０】
　図２において、ソース装置用アダプタ装置１０４は、有線送受信部２０１と、無線送受
信部２０２と、制御部２０３と、ダミー信号生成部２０４と、記憶部２０６と、ＥＤＩＤ
テーブル２０５と、フォーマット情報テーブル２０７と、アンテナ２０８とを備えて構成
される。
【００５１】
　有線送受信部２０１は、制御部２０３の制御に応じて、ケーブル１０６又はケーブル１
０７を介してソース装置１０１から取得したＡＶ信号を、無線送受信部２０２及びアンテ
ナ２０８を介して、シンク装置用アダプタ装置１０５に無線送信する。また、有線送受信
部２０１は、アンテナ２０８及び無線送受信部２０２を介して、シンク装置用アダプタ装
置１０５から制御信号を受信する。さらに、有線送受信部２０１は、受信した制御信号を
、ケーブル１０６及びケーブル１０７を介して、少なくともいずれかのソース装置に送信
する。
【００５２】
　また、図示していないが、有線送受信部２０１には制御部２０３の制御に従って、ソー
ス装置１０１及びソース装置１０２のいずれからＡＶ信号を取得するかを選択する切り替
え部を有する。切り替え部の構成は本発明の本質ではないので、どのような構成でも構わ
ない。例えば、３接点スイッチを用いたメカニカルな構成や、マイコンを用いたデジタル
な構成等が考えられる。
【００５３】
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　無線送受信部２０２は、ソース装置１０１又はソース装置１０２より取得したＡＶ信号
や、ダミー信号生成部２０４が生成したダミー信号をエンコードして送信パケットを生成
する。無線送受信部２０２は、所定の周波数を有する搬送波を、生成された送信パケット
に従って変調することにより、ＡＶ信号を含む無線ＡＶ信号を生成し、アンテナ２０８を
介してシンク装置用アダプタ装置１０５に送信する。
【００５４】
　また、無線送受信部２０２は、制御部２０３から出力される制御信号をエンコードし、
送信パケットを生成する。無線送受信部２０２は、所定の周波数を有する搬送波を、生成
された送信パケットに従って変調することにより、制御信号を含む無線制御信号を生成し
、アンテナ２０８を介してシンク装置用アダプタ装置１０５に送信する。
【００５５】
　また、無線送受信部２０２は、シンク装置用アダプタ装置１０５からアンテナ２０８を
介して受信した、所定の周波数を有する無線制御信号に対して、周波数変換処理、受信パ
ケット処理及びデコード処理を行った後、制御信号として制御部２０３に出力する。
【００５６】
　制御部２０３は、また、アンテナ２０８及び無線送受信部２０２を介してシンク装置用
アダプタ装置１０５から受信した制御信号に基づいて、無線接続処理を実行する。また、
制御部２０３は、記憶部２０６を制御し、フォーマット情報等のデータの読み出し及び書
き込みを行う。また、制御部２０３は、ユーザの操作に応じて、有線送受信部２０１が備
える切り替え部を制御して、映像信号を取得するソース装置の切り替え（選択）を行う。
【００５７】
　記憶部２０６は、例えば、ＤＲＡＭ（Dynamic Random Access Memory）等の半導体記憶
素子である。記憶部２０６は、ＥＤＩＤテーブル２０５と、フォーマット情報テーブル２
０７とを備える。
【００５８】
　ＥＤＩＤテーブル２０５には、現在接続中であるシンク装置のＥＤＩＤ情報が格納され
ている。
【００５９】
　なお、ソース装置用アダプタ装置１０４が、現在、シンク装置と無線接続されていない
場合、記憶部２０６には、前回の無線接続先であるシンク装置のＥＤＩＤ情報が格納され
ている。
【００６０】
　ソース装置１０１はケーブル１０６を介して、無線接続されているシンク装置１０３の
ＥＤＩＤ情報をＥＤＩＤテーブル２０５から取得する。
【００６１】
　また、ソース装置１０２はケーブル１０７を介して、無線接続されているシンク装置１
０３のＥＤＩＤ情報をＥＤＩＤテーブル２０５から取得する。
【００６２】
　フォーマット情報テーブル２０７には、現在接続されているソース装置から取得し、有
線送受信部２０１からシンク装置へ出力しているＡＶ信号のフォーマットを特定するフォ
ーマット情報が格納されている。フォーマット情報には、例えば、映像信号の画像サイズ
や、スキャン方式、水平同期周波数、垂直同期周波数、ピクセル周波数等が含まれる。
【００６３】
　ダミー信号生成部２０４は、フォーマット情報テーブル２０７からフォーマット情報を
取得する。ダミー信号生成部２０４はさらに、このフォーマット情報で特定されるフォー
マットに一致するフォーマットを有するダミーの映像信号であるダミー信号を生成し、無
線送受信部２０２に出力する。
【００６４】
　図３は、本実施の形態に係るシンク装置用アダプタ装置１０５の詳細な一構成例を示す
ブロック図である。
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【００６５】
　図３に示されるように、シンク装置用アダプタ装置１０５は、アンテナ３０１と、無線
送受信部３０２と、有線送受信部３０３と、制御部３０４と、記憶部３０５、ＥＤＩＤテ
ーブル３０６とを備えて構成される。
【００６６】
　無線送受信部３０２は、アンテナ３０１を介してソース装置用アダプタ装置１０４から
送信された無線ＡＶ信号を受信する。その後、無線送受信部３０２は、受信した無線ＡＶ
信号に対して、周波数変換処理、受信パケット処理及びデコード処理等を行った後、処理
後のＡＶ信号を、ケーブル１０８を介して、シンク装置１０３に出力する。
【００６７】
　また、無線送受信部３０２は、アンテナ３０１を介して受信された無線制御信号に対し
て、周波数変換処理、受信パケット処理及びデコード処理等を行った後、処理後の制御信
号を制御部３０４に出力する。
【００６８】
　また、無線送受信部３０２は、制御部３０４から出力される制御信号をエンコードし、
送信パケットを生成する。無線送受信部３０２は、生成した送信パケットに従って所定の
周波数を有する搬送波を変調することにより、制御信号を含む無線制御信号を生成し、ソ
ース装置用アダプタ装置１０４に無線送信する。
【００６９】
　有線送受信部３０３は、アンテナ３０１及び無線送受信部３０２を介してソース装置用
アダプタ装置１０４から受信したＡＶ信号を、ケーブル１０８を介してシンク装置１０３
に送信する。有線送受信部３０３は、また、ケーブル１０８を介してシンク装置１０３か
らＥＤＩＤ情報を受信して、制御部３０４に出力する。
【００７０】
　制御部３０４は、各種制御信号（認証要求信号、認証完了信号、ＥＤＩＤ要求信号、Ｅ
ＤＩＤ応答信号、接続完了通知信号及び接続完了応答信号を含む。）を生成して無線送受
信部３０２に出力する。制御部３０４は、また、アンテナ３０１及び無線送受信部３０２
を介してソース装置用アダプタ装置１０４から受信した制御信号に基づいて、無線接続処
理を実行する。
【００７１】
　また、制御部３０４は、シンク装置１０３から取得したＥＤＩＤ情報をＥＤＩＤテーブ
ル３０６へ書き出し、また、必要に応じてＥＤＩＤテーブル３０６からＥＤＩＤ情報を読
み込む。
【００７２】
　図４は、ソース装置用アダプタ装置１０４が備えるフォーマット情報テーブル２０７に
格納されている、ＡＶ信号のフォーマット情報の一例を示す。
【００７３】
　図４に示すように、フォーマット情報テーブルには、ソース装置からシンク装置へ送信
されるデータのフォーマットを特定する情報が格納されている。
【００７４】
　図４を参照して、フォーマット情報には、映像信号のフォーマット情報である映像フォ
ーマットとしては、画像サイズ（有効画素数、総画素数）、スキャン方式（プログレッシ
ブ、インタレース）、水平同期周波数、垂直同期周波数、ピクセル周波数等が含まれる。
また、音声信号のフォーマット情報である音声フォーマットとしてはサンプリング周波数
、サンプルサイズ（ビット数）、チャンネル数、符号化方式情報などが含まれる。
【００７５】
　なお、図４に示すフォーマット情報は一例であり、これらの情報を間接的に特定する情
報であってもよく、また、これ以外の情報が含まれてもよい。
【００７６】
　図５は、制御部２０３によるダミー信号生成処理を示すフローチャートである。
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【００７７】
　図５のステップＳ５０１において、まず、制御部２０３は、ＡＶ信号を取得する取得先
のソース装置が切り替わったかどうかを判断し、ＹＥＳのときはステップＳ５０２に進む
。また、ＮＯのときは、制御部２０３は、ステップＳ５０１に戻ってソース装置の切り替
わり検出処理を繰り返す。
【００７８】
　次に、ステップＳ５０２において、制御部２０３は、フォーマット情報テーブル２０７
からフォーマット情報を取得し、ステップＳ５０３に進む。
【００７９】
　次に、ステップＳ５０３において、制御部２０３は、取得したフォーマット情報をダミ
ー信号生成部２０４に出力し、ダミー信号生成部２０４にダミー信号を生成させる。ダミ
ー信号生成部２０４は、入力されたフォーマット情報で特定されるフォーマットに一致す
るフォーマットを有するダミーの映像信号であるダミー信号を生成する。また、ダミー信
号生成部２０４は、生成したダミー信号を、無線送受信部２０２及びアンテナ２０８を介
してシンク装置用アダプタ装置１０５へ無線送信する。
【００８０】
　シンク装置用アダプタ装置１０５は、受信したダミー信号をシンク装置１０３へ送信す
る。シンク装置１０３に、ダミー信号を受信させることで、ＡＶ信号の入力がない場合で
あっても、シンク装置１０３とシンク装置用アダプタ装置１０５との間で確立されたＡＶ
信号の仕様（フォーマット）についての同期を保持することができる。
【００８１】
　なお、シンク装置１０３とシンク装置用アダプタ装置１０５との間で、ＡＶ信号の仕様
についての同期を最初に確立するタイミングについては、後述する、無線通信システム１
００全体の処理シーケンスの中で説明する。
【００８２】
　次に、ステップＳ５０４において、制御部２０３は、有線送受信部２０１を介して、切
り替え先の新たなソース装置よりＡＶ信号を受信したかどうかを判断し、ＹＥＳのときは
ステップＳ５０５に進む。また、ＮＯのときはステップＳ５０４に戻ってソース装置から
のＡＶ信号の受信待ち受け処理を繰り返す。
【００８３】
　次に、ステップＳ５０５において、制御部２０３は、ダミー信号生成部２０４にダミー
信号生成を中止させ、ステップＳ５０１に戻る。新たに接続されたソース装置からのＡＶ
信号をシンク装置１０３に送信する準備が整ったため、ダミー信号によりシンク装置用ア
ダプタ装置１０５とシンク装置１０３の間の同期を保持する必要がなくなったためである
。
【００８４】
　以上述べた、制御部２０３による処理を、図２を参照しながら、より具体的に説明する
。
【００８５】
　なおここでは、現在、ソース装置用アダプタ装置１０４は、ソース装置１０１からＡＶ
信号を取得しており、ソース装置用アダプタ装置１０４は、取得したＡＶ信号をシンク装
置１０３に無線送信しているとする。また、制御部２０３は、フォーマット情報テーブル
２０７に格納するフォーマット情報として、現在接続中のソース装置から出力されている
ＡＶ信号のフォーマットを特定するフォーマット情報を格納するものとする。また、ソー
ス装置１０１とソース装置１０１が出力するＡＶ信号のフォーマットは同一であるとする
。
【００８６】
　この場合、制御部２０３は、ソース装置１０１から出力されたＡＶ信号のフォーマット
情報を有線送受信部２０１より取得し、フォーマット情報テーブル２０７に格納する。
【００８７】
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　ここで、たとえばソース装置用アダプタ装置１０４が備えるユーザインタフェースを介
したユーザからの指示、又は、他の機器からの制御信号等により、ＡＶ信号の取得先がソ
ース装置１０１からソース装置１０２に切り替えられたとする。すると、制御部２０３は
有線送受信部２０１にソース装置１０２から出力されるＡＶ信号を取得するように指示す
る。有線送受信部２０１は、制御部２０３の指示に従って、ソース装置１０２から出力さ
れるＡＶ信号を取得するよう切り替え部（図示せず）を制御する。
【００８８】
　また、制御部２０３は、ユーザ又は無線通信システム１００を構成する他の機器等から
ソース装置の切り替え指示を受けると、フォーマット情報テーブル２０７からフォーマッ
ト情報を取得し、ダミー信号生成部２０４に出力する。さらに、制御部２０３は、ダミー
信号生成部２０４にダミー信号を生成するよう指示する。
【００８９】
　ダミー信号生成部２０４は、前述のように、入力されたフォーマット情報に即したダミ
ー信号を生成して、無線送受信部２０２に出力する。
【００９０】
　無線送受信部２０２は制御部２０３の指示に従って、ダミー信号生成部２０４から出力
されるダミー信号を、アンテナ２０８を介して、シンク装置用アダプタ装置１０５に無線
送信する。
【００９１】
　制御部２０３は、ＡＶ信号を取得するソース装置が切り替え部により切り替えられた後
、切り替え先のソース装置から、有線送受信部２０１がＡＶ信号を取得するか否かを監視
する。制御部２０３は、有線送受信部２０１が、切り替え先のソース装置からＡＶ信号を
取得したことを検知すると、ダミー信号生成部２０４にダミー信号の生成を停止させる。
ダミー信号生成部２０４からダミー信号が出力されないようになった時には、無線送受信
部２０２には、ソース装置１０２から出力されたデータが出力されるので、ソース装置用
アダプタ装置１０４からのＡＶ信号の無線送信が途切れることはない。
【００９２】
　なお、ダミー信号生成部２０４が生成するダミー信号は、ダミー信号として映像信号を
出力する場合には、フォーマット情報テーブル２０７が格納するフォーマットのうち、画
像サイズ、スキャン方式、ピクセル周波数、水平同期周波数、垂直同期周波数が一致して
いるフォーマットの映像信号であれば、どのようなデータでも構わない。例えば、フォー
マット情報テーブル２０７が格納しているフォーマット情報が特定するフォーマットと、
画像サイズ、スキャン方式、ピクセル周波数、水平同期周波数、垂直同期周波数が一致し
ている、真っ白、又は、真っ黒な映像信号であってもよい。
【００９３】
　また、図５のフローチャートは一例であり、ステップＳ５０２で制御部２０３がフォー
マット情報テーブル２０７からフォーマット情報を取得する前にも、制御部２０３は、ス
テップＳ５０４と同様、ソース装置からＡＶ信号を受信したか否かの判断を行ってもよい
。
【００９４】
　また、ステップＳ５０１の代わりに、ステップＳ５０４を用いてもよい。すなわち、制
御部２０３は、入力されるＡＶ信号の出力元であるソース装置が切り替えられたか否かを
判断する（ステップＳ５０１）代わりに、ソース装置からＡＶ信号を受信したか否かの判
断（Ｓ５０４）を行ってもよい。このようにすると、ソース装置が切り替えられた場合だ
けでなく、ソース装置からＡＶ信号が途切れた時にも、ダミー信号を出力することができ
る。
【００９５】
　また、ダミー信号の生成を停止させるタイミングは、必ずしも本実施の形態で説明した
タイミングである必要はない。無線送受信部２０２が無線送信する際に、送信すべき信号
（ＡＶ信号かダミー信号のいずれか）を途切れないで取得できるタイミングであればよい
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。
【００９６】
　図６は、以上述べた、本発明の実施の形態１に係る無線通信システム１００を構成する
機器間の処理のシーケンスを示す図である。
【００９７】
　ここで、シンク装置用アダプタ装置１０５は、シンク装置１０３から事前にＥＤＩＤ情
報を取得し、ＥＤＩＤテーブル３０６に格納しているものとする。また、ソース装置用ア
ダプタ装置１０４のフォーマット情報テーブル２０７には、制御部２０３によって、ソー
ス装置１０２が出力するＡＶ信号のフォーマットを特定するためのフォーマット情報が格
納されているものとする。
【００９８】
　まず、例えばユーザの操作により、ソース装置用アダプタ装置１０４が備える切り替え
部（図示なし）が、ソース装置１０１を有線送受信部２０１に内部的に接続すると、ソー
ス装置１０１は、ソース装置用アダプタ装置１０４へ接続要求を含む制御信号を出力する
（Ｓ６２０）。
【００９９】
　次に、ソース装置用アダプタ装置１０４とシンク装置用アダプタ装置１０５との間で、
無線通信の準備として、認証処理が行われる（Ｓ６２１）。
【０１００】
　次に、ソース装置１０１は、ソース装置用アダプタ装置１０４を介して、シンク装置用
アダプタ装置１０５からシンク装置１０３のＥＤＩＤ情報を取得するための処理を行う（
Ｓ６２２）。その後、ソース装置用アダプタ装置１０４とシンク装置用アダプタ装置１０
５の間で無線接続処理が完了し、無線回線によるＡＶ信号の送受信が可能となる。
【０１０１】
　次に、ソース装置１０１から、ソース装置用アダプタ装置１０４へＡＶ信号が出力され
ると（Ｓ６２３）、ソース装置用アダプタ装置１０４は、これをシンク装置用アダプタ装
置１０５へ無線送信する（Ｓ６２４）。
【０１０２】
　次に、シンク装置１０３とシンク装置用アダプタ装置１０５とは、ＡＶ信号のフォーマ
ットの同期処理をおこなう（Ｓ６２５）。シンク装置用アダプタ装置１０５から送信され
るＡＶ信号を、シンク装置１０３が正しく再生できるように、シンク装置１０３側の設定
を変更するためである。具体的には、（１）シンク装置用アダプタ装置１０５はシンク装
置１０３へ、これから送信するＡＶ信号のフォーマット情報を送信し、（２）シンク装置
１０３は、受信したフォーマット情報を表示できるよう、解像度や同期周波数等を設定す
る。
【０１０３】
　ＡＶ信号のフォーマット同期が完了後、ケーブル１０８（例えばＨＤＭＩケーブル等、
非圧縮の映像情報を順次送信可能なもの）を介して、シンク装置用アダプタ装置１０５か
らシンク装置１０３へＡＶ信号が送信される（Ｓ６２６）。
【０１０４】
　次に、ユーザによる操作をきっかけに、ソース装置用アダプタ装置１０４が備える切り
替え部が、ソース装置１０１に代わり、ソース装置１０２を有線送受信部２０１に内部的
に接続する（Ｓ６２７）。
【０１０５】
　すると、ソース装置用アダプタ装置１０４が備えるダミー信号生成部２０４は、ダミー
信号を生成し、無線送受信部２０２からシンク装置用アダプタ装置１０５へ無線送信する
（Ｓ６２８）。
【０１０６】
　シンク装置用アダプタ装置１０５は、取得したダミー信号をシンク装置１０３へ送信す
ることで（Ｓ６２９）、ステップＳ６２５で確立した、ＡＶ信号のフォーマットについて
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の同期を維持することができる。
【０１０７】
　次に、切り替え先であるソース装置１０２からソース装置用アダプタ装置１０４へＡＶ
信号が出力されると（Ｓ６３０）、ソース装置用アダプタ装置１０４はこれをシンク装置
用アダプタ装置１０５へ無線送信する（Ｓ６３１）。また、ダミー信号生成部２０４は、
ダミー信号の生成を停止する。
【０１０８】
　シンク装置用アダプタ装置１０５は、ダミー信号に代わり、取得したＡＶ信号をシンク
装置１０３へ送信する（Ｓ６３２）。
【０１０９】
　以上述べたように、本実施の形態にかかる無線通信システム１００は、映像信号を出力
するソース装置に有線接続され、ソース装置から取得した映像信号を無線送信するソース
装置用アダプタ装置１０４を備えている。このソース装置用アダプタ装置１０４は、映像
信号のフォーマットを示す情報であるフォーマット情報を記憶している記憶部２０６と、
記憶部２０６より取得したフォーマット情報により特定されるフォーマットに一致するフ
ォーマットを有するダミーの映像信号であるダミー信号を生成するダミー信号生成部２０
４と、映像信号及び生成されたダミー信号を選択的に無線送信する無線送受信部２０２と
、ソース装置から映像信号を取得できない場合には、ダミー信号生成部２０４に、ダミー
信号を生成させ、生成されたダミー信号を無線送受信部２０２から送信させる制御部２０
３とを備える。
【０１１０】
　その結果、シンク装置１０３は、ＡＶ信号のフォーマットについての同期を維持するこ
とができる。よって、接続されるソース装置が切り替わった場合に、切替先の映像信号が
シンク装置に表示されるまでの切替時間を短縮できる。
【０１１１】
　（実施の形態２） 
　本実施の形態では、ソース装置用アダプタ装置１０４から無線送信する全てのＡＶ信号
のフォーマットを同一のフォーマットに変換してそろえる場合について説明する。
【０１１２】
　図７は本発明の実施の形態２に係る無線通信システム１００が備えるソース装置用アダ
プタ装置１０４の一構成例を示すブロック図である。
【０１１３】
　図７に示されるように、ソース装置用アダプタ装置１０４は、実施の形態１に係るソー
ス装置用アダプタ装置１０４に、さらに、フォーマット変換部６０９を備える。なお、実
施の形態１と同様の動作を行う構成要素に対して、同一符号を付し、詳細な説明は省略す
る。
【０１１４】
　制御部６０３は、フォーマット情報テーブル２０７へのフォーマット情報の書き込みと
読み出しを行う。制御部６０３は有線送受信部２０１より取得したＡＶ信号からフォーマ
ット情報を取り出し、フォーマット情報テーブル２０７に格納する。また、制御部６０３
は、ソース装置用アダプタ装置１０４に接続されるソース装置が切り替わることにより、
有線送受信部２０１が取得するＡＶ信号のフォーマットが変わったことを検知すると、フ
ォーマット情報テーブル２０７より読み込んだフォーマット情報をフォーマット変換部６
０９に出力する。
【０１１５】
　フォーマット変換部６０９は、制御部６０３よりフォーマット情報を取得すると、有線
送受信部２０１より取得されるＡＶ信号のフォーマットを、制御部６０３から取得したフ
ォーマット情報で特定されるフォーマットに一致するように変換して、無線送受信部２０
２へ出力する。
【０１１６】
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　なお、ソース装置が切り替わった後、有線送受信部２０１が新たな接続先のソース装置
からＡＶ信号を取得するまでの間に、ダミー信号生成部２０４がダミー信号を生成し、無
線送受信部２０２へ出力することは、実施の形態１と同様である。
【０１１７】
　図８は、制御部６０３及びフォーマット変換部６０９によるフォーマット変換処理を示
すフローチャートである。
【０１１８】
　図８のステップＳ７０１において、まず、制御部６０３は、切り替えられた新たなソー
ス装置から有線送受信部２０１へのＡＶ信号の入力の有無を判断し、入力が検出できたと
き（Ｓ７０１でＹｅｓ）は、ステップＳ７０２に進む。一方、入力が検出できなかったと
き（Ｓ７０１でＮｏ）は、制御部６０３は、ステップＳ７０１に戻って、ＡＶ信号の検出
処理を繰り返す。
【０１１９】
　次に、ステップＳ７０２において、制御部６０３は、ソース装置から出力されるＡＶ信
号のフォーマット情報を有線送受信部２０１より取得する。
【０１２０】
　次に、制御部６０３は、フォーマット情報テーブル２０７にフォーマット情報が格納さ
れているか否かを判定する（Ｓ７０３）。ここで、フォーマット情報テーブル２０７に、
すでにフォーマット情報が格納されていれば、ステップＳ７０５に進む（Ｓ７０３でＹｅ
ｓ）。一方、フォーマット情報テーブル２０７にフォーマット情報が格納されていなけれ
ば、制御部６０３は、格納すべきフォーマット情報を決定し、フォーマット情報テーブル
２０７に格納後（Ｓ７０４）、ステップＳ７０５に進む。なお、制御部６０３が、格納す
べき（すなわち、記憶部２０６が有するフォーマット情報テーブル２０７に記憶すべき）
フォーマット情報の決定方法については、後述する。
【０１２１】
　ステップＳ７０５において、制御部６０３は、フォーマット情報テーブル２０７に格納
されているフォーマット情報と、ステップＳ７０２で取得したフォーマット情報が一致し
ているかどうか調べる。一致している場合は、フォーマットを変換する必要がないため、
制御部６０３は、フォーマット変換部６０９に何も処理をさせず、ステップＳ７０１に戻
る。一方、フォーマット情報が一致していない場合は、ステップＳ７０６に進む。
【０１２２】
　ステップＳ７０６において、制御部６０３は、フォーマット情報テーブル２０７に格納
されているフォーマット情報をフォーマット変換部６０９に出力する。また、制御部６０
３は、フォーマット変換部６０９に対して、有線送受信部２０１から出力されるＡＶ信号
のフォーマットを、フォーマット情報テーブル２０７から取得したフォーマット情報で特
定されるフォーマットに一致するように変換させる。無線送受信部２０２は、フォーマッ
トが変換されたＡＶ信号を、シンク装置用アダプタ装置１０５へ無線送信する。
【０１２３】
　その後、制御部６０３は処理をステップＳ７０１に戻す。
【０１２４】
　次に、図８を参照して、より具体的に説明する。
【０１２５】
　まず、ＡＶ信号の出力先が、ソース装置１０１からソース装置１０２へ切り替えられた
とする。
【０１２６】
　制御部６０３は有線送受信部２０１がＡＶ信号を取得しているか否かを監視することで
、有線送受信部２０１がソース装置１０１からＡＶ信号を取得したことを検知すると、取
得したＡＶ信号のフォーマット情報を、有線送受信部２０１より取得する。
【０１２７】
　次に、制御部６０３はフォーマット情報テーブル２０７を調べ、フォーマット情報を取
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得する。また、制御部６０３は、有線送受信部２０１から取得したフォーマット情報とフ
ォーマット情報テーブル２０７に格納されているフォーマット情報が一致するかを調べる
。
【０１２８】
　ここで、制御部６０３は、フォーマット情報が一致する場合には、ステップＳ７０１に
戻る。この場合、フォーマット変換部６０９は変換処理を行わない。よって、無線送受信
部２０２は、有線送受信部２０１がソース装置１０２から取得したＡＶ信号をそのまま出
力する。
【０１２９】
　一方、フォーマット情報が一致しない場合は、制御部６０３は、フォーマット情報テー
ブル２０７からフォーマット情報を取得し、フォーマット変換部６０９に出力する。さら
に制御部６０３は、フォーマット変換部６０９に、取得されたフォーマット情報で特定さ
れるフォーマットに一致するよう、有線送受信部２０１から取得したＡＶ信号のフォーマ
ットの変換を指示する。
【０１３０】
　フォーマット変換部６０９は、有線送受信部２０１から取得したＡＶ信号を、制御部６
０３から取得したフォーマット情報で特定されるフォーマットに一致するように変換して
、無線送受信部２０２に出力する。無線送受信部２０２は、フォーマットが変換されたＡ
Ｖ信号をシンク装置用アダプタ装置１０５へ出力する。
【０１３１】
　図９は、以上述べた、本発明の実施の形態２における無線通信システム１００を構成す
る機器間の処理のシーケンスを示す図である。
【０１３２】
　なお、図９で示されるシーケンスの前提、及び、同一の符号を付けた各ステップで行わ
れる処理は、図６で示される実施の形態１と同様であるため、詳細な説明は省略し、図６
で示されるシーケンスと異なる点を中心に説明する。また、ソース装置１０１とソース装
置１０２は、出力する映像信号のフォーマットが異なるものとする。
【０１３３】
　有線送受信部２０１に接続されるソース装置がソース装置１０１からソース装置１０２
へ切り替えられた後、ソース装置１０２から出力されるＡＶ信号がソース装置用アダプタ
装置１０４へ送信される（Ｓ６３０）。
【０１３４】
　このＡＶ信号を検知した制御部６０３は、フォーマット変換部６０９へＡＶ信号のフォ
ーマット変換を指示する。
【０１３５】
　フォーマット変換部６０９は、フォーマット情報テーブル２０７に格納されているフォ
ーマット情報で特定されるフォーマットに一致するよう、有線送受信部２０１から取得す
るＡＶ信号を変換する（Ｓ６３３）。
【０１３６】
　その後、無線送受信部２０２は、フォーマット変換後のＡＶ信号をシンク装置用アダプ
タ装置１０５へ無線送信する（Ｓ６３４）。さらに、シンク装置用アダプタ装置１０５は
、受信したＡＶ信号をシンク装置１０３へ送信する（Ｓ６３５）。
【０１３７】
　なお、本実施の形態では、有線送受信部２０１から出力されたＡＶ信号が常にフォーマ
ット変換部６０９に出力される構成とした。しかし、フォーマット変換が必要な場合のみ
、ＡＶ信号をフォーマット変換部６０９に出力し、それ以外の場合は、無線送受信部２０
２に出力するように、制御部６０３が有線送受信部２０１の出力先を制御してもよい。
【０１３８】
　また、本実施の形態では、フォーマットを変換するタイミングとして、ソース装置が切
り替えられる場合を想定して説明したが、例えば、同じソース装置から異なるフォーマッ



(18) JP 5520964 B2 2014.6.11

10

20

30

40

50

トのＡＶ信号が出力された場合にも、同様のフォーマット変換処理を行うことが考えられ
る。この場合には、制御部６０３がステップＳ７０１で行う処理として、有線送受信部２
０１が取得したＡＶ信号のフォーマットが、１つ前に取得したＡＶ信号のフォーマットと
異なるか否かを判断すればよい。
【０１３９】
　なお、実施の形態１及び２では、フォーマット情報テーブル２０７に格納するフォーマ
ット情報として、現在接続中のソース装置から出力されているＡＶ信号のフォーマットを
特定するフォーマット情報を用いた。しかし、制御部２０３が、例えば次に挙げるルール
のいずれかを用いて、フォーマット情報テーブル２０７に記憶させるフォーマット情報を
決定してもよい。
【０１４０】
　（Ａ）ＥＤＩＤテーブルから取得したＥＤＩＤ情報を参照して、現在接続されているシ
ンク装置に表示可能なＡＶ信号のうち、所望の伝送品質で無線伝送可能であり、かつ、最
も高品質の映像及び音声に一致するフォーマットを特定する、フォーマット情報のみを記
憶させる。
【０１４１】
　（Ｂ）ＥＤＩＤテーブルから取得したＥＤＩＤ情報を参照して、現在接続されているシ
ンク装置に表示可能なＡＶ信号のうち、所望の伝送品質で無線伝送可能であり、かつ、所
望の品質の映像及び音声を得られ、かつ、伝送に必要な伝送路容量または消費エネルギー
が最も少ないフォーマットを特定する、フォーマット情報のみを記憶させる。
【０１４２】
　（Ｃ）過去に入力されたＡＶ信号のフォーマットを、事前に定められた期間、又は、回
数分だけ履歴として記憶部２０６に記憶させておき、その履歴の中で最も頻度の高いフォ
ーマットを特定する、フォーマット情報のみを記憶させる。
【０１４３】
　（Ｄ）過去に入力されたＡＶ信号のフォーマットの各々に特定の状態を対応付けて記憶
させ、ベイジアンネットワーク等の確率モデルとして表現することにより、次に入力され
る確率が最も高いフォーマットを特定する、フォーマット情報のみを記憶させる。
【０１４４】
　なお、制御部２０３がフォーマット情報テーブル２０７に格納するフォーマット情報を
決定するためのルールは、上記に限られず、無線伝送品質、映像品質、音声品質、占有伝
送路容量、消費エネルギー、及び選択確率の観点のうち少なくとも１つを基準にした任意
のルールを使用してもよい。
【０１４５】
　以上述べたように、本実施の形態に係る無線通信システム１００が備えるソース装置用
アダプタ装置１０４は、実施の形態１で述べた構成に加え、さらに、映像信号のフォーマ
ットを変換するフォーマット変換部６０９を備えており、制御部６０３は、ソース装置か
ら取得した映像信号のフォーマットと、記憶部２０６が有するフォーマット情報テーブル
２０７が記憶しているフォーマット情報で特定されるフォーマットとが一致しない場合に
は、一致するように、取得した映像信号のフォーマットをフォーマット変換部６０９に変
換させる。
【０１４６】
　この構成によると、ソース装置を切り替えた場合において、新しいソース装置から出力
される映像信号のフォーマットを、フォーマット変換部によって他のフォーマットに変換
することができる。その結果、例えば、複数のソース装置から出力される映像信号が、相
異なるフォーマットを有する場合でも、共通のフォーマットに変換して出力することによ
り、無線通信システムを構成するシンク装置と、シンク装置用アダプタ装置間の映像信号
のフォーマットに関する同期を維持することができる。よって、接続されるソース装置が
切り替わった場合に、切替先の映像信号がシンク装置に表示されるまでの切替時間を短縮
することができる。
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【０１４７】
　また、制御部６０３は、事前に定められた期間、ソース装置（例えばソース装置１０１
）と、ソース装置１０１とは異なる他のソース装置（例えばソース装置１０２）とから取
得した、映像信号のフォーマットを特定するフォーマット情報に関する履歴を記憶し、こ
の履歴の中で、取得する頻度のもっとも高いフォーマット情報を、記憶部２０６が有する
フォーマット情報テーブル２０７に記憶させてもよい。
【０１４８】
　これによると、ダミー信号生成装置は、ソース装置の切替の前後で取得される映像信号
のフォーマットが異なる場合であっても、切り替え後のソース装置から取得される映像信
号のフォーマットとして、最も確率が最も高いフォーマットを予測して、これに一致した
フォーマットを有するダミー信号を生成できる。
【０１４９】
　また、制御部６０３は、無線送受信部２０２から無線送信された映像信号を表示する表
示部（例えばシンク装置１０３）で表示することができる映像信号の複数のフォーマット
のうち、もっとも高品質な映像に対応するフォーマットを特定するフォーマット情報を、
記憶部２０６が有するフォーマット情報テーブル２０７に記憶させてもよい。
【０１５０】
　これによると、複数のソース装置から出力される映像信号のフォーマットが相異なる場
合であっても、フォーマット変換部は常に、表示装置が対応する映像フォーマットの中で
最も高品質のフォーマットに統一することができる。よって、無線通信システムを構成す
るシンク装置と、シンク装置用アダプタ装置間の映像信号のフォーマットに関する同期を
維持でき、かつ、シンク装置は最も高品質の映像を表示することができる。
【０１５１】
　また、実施の形態１及び２において、記憶部２０６の具体的構成としてＤＲＡＭ（Dyna
mic Random Access Memory）が用いられた。しかし、本発明はこの構成に限らず、ＤＲＡ
Ｍに代えて、ＳＲＡＭ（Static Random Access Memory）等のさらに高速のメモリ装置が
用いられてもよい。また、不揮発性メモリ装置を用いることにより、アダプタ装置の電源
再投入後の接続を短縮することも可能である。
【０１５２】
　また、本発明の実施の形態１及び２に係るソース装置用アダプタ装置１０４の機能をソ
ース装置に持たせてもよい。その場合、本発明の実施の形態に係るソース装置は、例えば
、ソース装置用アダプタ装置１０４における有線送受信部２０１に代えて、ＤＶＤプレー
ヤ等の信号再生部をもつ構成になる。
【０１５３】
　なお、実施の形態１及び２に係るソース装置用アダプタ装置１０４を有する無線通信シ
ステム１００は、コンピュータにより実現することも可能である。図１０は、無線通信シ
ステム１００を実現するコンピュータシステムのハードウェア構成を示すブロック図であ
る。
【０１５４】
　無線通信システム１００は、コンピュータ３４と、コンピュータ３４に指示を与えるた
めのキーボード３６及びマウス３８と、コンピュータ３４の演算結果等の情報を提示する
ためのディスプレイ３２と、コンピュータ３４で実行されるプログラムを読み取るための
ＣＤ－ＲＯＭ（Compact Disc-Read Only Memory）装置４０及び通信モデム（図示せず）
とを含む。
【０１５５】
　無線通信システム１００が行う処理であるプログラムは、コンピュータで読取可能な媒
体であるＣＤ－ＲＯＭ４２に記憶され、ＣＤ－ＲＯＭ装置４０で読み取られる。又は、コ
ンピュータネットワークを通じて通信モデム５２で読み取られる。
【０１５６】
　コンピュータ３４は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）４４と、ＲＯＭ（Read Only
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 Memory）４６と、ＲＡＭ（Random Access Memory）４８と、ハードディスク５０と、通
信モデム５２と、バス５４とを含む。
【０１５７】
　ＣＰＵ４４は、ＣＤ－ＲＯＭ装置４０又は通信モデム５２を介して読み取られたプログ
ラムを実行する。ＲＯＭ４６は、コンピュータ３４の動作に必要なプログラムやデータを
記憶する。ＲＡＭ４８は、プログラム実行時のパラメタなどのデータを記憶する。ハード
ディスク５０は、プログラムやデータなどを記憶する。通信モデム５２は、コンピュータ
ネットワークを介して他のコンピュータとの通信を行う。バス５４は、ＣＰＵ４４、ＲＯ
Ｍ４６、ＲＡＭ４８、ハードディスク５０、通信モデム５２、ディスプレイ３２、キーボ
ード３６、マウス３８及びＣＤ－ＲＯＭ装置４０を相互に接続する。
【０１５８】
　さらに、上記の各装置を構成する構成要素の一部又は全部は、１個のシステムＬＳＩ（
Large Scale Integrated Circuit：大規模集積回路）から構成されているとしてもよい。
システムＬＳＩは、複数の構成部を１個のチップ上に集積して製造された超多機能ＬＳＩ
であり、具体的には、マイクロプロセッサ、ＲＯＭ、ＲＡＭなどを含んで構成されるコン
ピュータシステムである。ＲＡＭには、コンピュータプログラムが記憶されている。マイ
クロプロセッサが、コンピュータプログラムに従って動作することにより、システムＬＳ
Ｉは、その機能を達成する。
【０１５９】
　さらにまた、上記の各装置を構成する構成要素の一部又は全部は、各装置に脱着可能な
ＩＣカード又は単体のモジュールから構成されているとしてもよい。ＩＣカード又はモジ
ュールは、マイクロプロセッサ、ＲＯＭ、ＲＡＭなどから構成されるコンピュータシステ
ムである。ＩＣカード又はモジュールは、上記の超多機能ＬＳＩを含むとしてもよい。マ
イクロプロセッサが、コンピュータプログラムに従って動作することにより、ＩＣカード
又はモジュールは、その機能を達成する。このＩＣカード又はこのモジュールは、耐タン
パ性を有するとしてもよい。
【０１６０】
　また、本発明は、上記に示す方法であるとしてもよい。また、これらの方法をコンピュ
ータにより実現するコンピュータプログラムであるとしてもよいし、前記コンピュータプ
ログラムからなるデジタル信号であるとしてもよい。
【０１６１】
　さらに、本発明は、上記コンピュータプログラム又は上記デジタル信号をコンピュータ
読み取り可能な記録媒体、例えば、フレキシブルディスク、ハードディスク、ＣＤ－ＲＯ
Ｍ、ＭＯ、ＤＶＤ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＢＤ（Blu-ray Disc（登録商標）
）、ＵＳＢメモリ、ＳＤカードなどのメモリカード、半導体メモリなどに記録したものと
してもよい。また、これらの記録媒体に記録されている上記デジタル信号であるとしても
よい。
【０１６２】
　また、本発明は、上記コンピュータプログラム又は上記デジタル信号を、電気通信回線
、無線又は有線通信回線、インターネットを代表とするネットワーク、データ放送等を経
由して伝送するものとしてもよい。
【０１６３】
　また、本発明は、マイクロプロセッサとメモリを備えたコンピュータシステムであって
、上記メモリは、上記コンピュータプログラムを記憶しており、上記マイクロプロセッサ
は、上記コンピュータプログラムに従って動作するとしてもよい。
【０１６４】
　また、上記プログラム又は上記デジタル信号を上記記録媒体に記録して移送することに
より、又は上記プログラム又は上記デジタル信号を、上記ネットワーク等を経由して移送
することにより、独立した他のコンピュータシステムにより実施するとしてもよい。
【０１６５】
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　さらに、上記実施の形態及び上記変形例をそれぞれ組み合わせるとしてもよい。
【０１６６】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて請求の範囲によって示され、請
求の範囲と均等の意味及び範囲内でのすべての変更が含まれることが意図される。
【産業上の利用可能性】
【０１６７】
　本発明に係るソース装置用アダプタ装置、無線通信システム及びその制御方法は、例え
ば、ＤＶＤプレーヤ及びテレビジョン受像機等のＡＶシステムに利用することができる。
【符号の説明】
【０１６８】
３２　ディスプレイ
３４　コンピュータ
３６　キーボード
３８　マウス
４０　ＣＤ－ＲＯＭ装置
４２　ＣＤ－ＲＯＭ
４４　ＣＰＵ
４６　ＲＯＭ
４８　ＲＡＭ
５０　ハードディスク
５２　通信モデム
５４　バス
１００、１５００　無線通信システム
１０１、１０２　ソース装置
１０３　シンク装置
１０４　ソース装置用アダプタ装置
１０５　シンク装置用アダプタ装置
１０６、１０７、１０８　ケーブル
２０１、３０３　有線送受信部
２０２、３０２　無線送受信部
２０３、３０４、６０３　制御部
２０４　ダミー信号生成部
２０５、３０６　ＥＤＩＤテーブル
２０６、３０５　記憶部 
２０７　フォーマット情報テーブル
２０８、３０１　アンテナ
６０９　フォーマット変換部
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